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 元日に年神様をお迎えする行事を「大正月」と言います。それに対し「小正月」とは農

作物の豊作や家族の健康を願う正月行事のことを言います。 

 昔は旧暦で、満月から満月までを 1 か月としていましたこのため、現在の 1月 15日が

毎年、小正月となります。1月 15 日は 1月最初の満月の日にあたり、めでたい日として

いました。その名残りが小正月なのです。お正月の行事が続き、忙しかった主婦が一息つ

ける日なので、女正月（おんなしょうがつ）とも言われている地方もあります。 

 小豆粥

 小正月には、早朝に小豆を入れたお粥を炊き、

無病息災と五穀豊穣を祈って食べ、1年を健康に

過ごせることを願う風習があります。 

小豆粥（あずき粥）の日として覚えている人もい

ることでしょう。 

 地域によっては、望粥（もちがゆ）とも言い、

鏡餅を鏡開きの時に一緒に入れて食べる地方もあります。 

また、今年の作物のできを占う「粥占い（かゆ占い）」を行う地方もあります。 

 小正月には、紅白のお餅を丸めて柳の枝に花のように飾りまし

た。これを餅花（もち花）と言います。稲の花をあらわしていて、

穀物の豊作や繁栄を祈ります。またの名をまゆ玉とも呼ばれてい

ます。カイコを育てている農家が、いいまゆがたくさんできるこ

とを願って飾りました。 

 

 1月 15日は正月飾りや書き初めを燃やす「どんど祭り・左

義長（さぎちょう）」を行う日でもあります。どんと祭りやと

んど祭り、どんと焼きと呼ぶ地方もあります。元旦にお迎えし

た年神様がその煙で、天上に帰る日とされています。1年の無

病息災を祈りましょう。 

 どんど祭りは、まとめて燃やすこともあり、炎が上がります

が、この炎が高く上がるほどご利益があると言われています。 

その火にあたると健康になるとも言われているので頭にかけることがあります。 

このどんど祭りの火を使って焼いた餅や団子を食べると、その年が健康で過ごせるとされて

います。 
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